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令和４年

（2022)

生石高原（紀美野町・有田川町）

「すすき」から連想されるものに「お月見」があります。お月見は十五夜（中秋の名月）に行われるのが一般
的ですが、十五夜に次いで美しい月が見られるとされる十三夜に行うこともできます。
今年の十三夜は10月８日です。十五夜を逃してしまった方も、秋の植物等を窓辺に飾り、月の美しさを感じ
てみてはいかがでしょうか。 （写真提供：公益社団法人和歌山県観光連盟）
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                      知 事 メ ッ セ ー ジ   

 

ポジティブリストとネガティブリスト 

 

 次代を背負ってほしい和歌山の若者の能力と意欲を高めようと、毎年わかや

ま塾を開いていますが、その講師である青山繁晴さんが先日ポジティブリスト

とネガティブリストということに言及されました。ポジティブリストは、リス

トに挙げられている事しかしてはいけないということで、ネガティブリストは、

リストに挙げられている事以外は判断で何でもしてもよいということです。青

山さんは警察と防衛の違いとして言われたのですが、私はこれを聞いて、県知

事や県庁職員は断然ネガティブリストの考えで行動せねばならないと思いまし

た。 

 行政や公務員は、ともすれば決められたことを淡々とこなしていればよい、

余計なことをして問題を起こしてはならないといった考え方が主流になりがち

です。その結果、前例踏襲に堕したり、何もしないことの言い訳ばかりをして

いるといった批判にさらされることになってしまいます。 

 私はこれではいけないと思います。県民の幸せを図るため、しなければなら

ないことは時々刻々変わるし、誰もやったことがないことを工夫して見つけ出

して実行するといったことも必要になってきます。逆に言うと、こうして頭を

最大限に使って、県民の幸せのために最大限のことをするというのが公務員の

冥利に尽きるとも思います。 

 もちろん、県の行動は公権力の行使ですから、道理にかなわないこと、明確

な法律違反、人権を傷つけること、人のプライバシーに関わることなどしては

いけないことも多々あります。しかし、これらをネガティブリストとして頭に

しっかり入れた上で、やれる事は何でもやるという気概がないと県民の幸せは

図れません。新型コロナ対策や災害対応、新政策の企画立案など私は、和歌山

県政をこのようなネガティブリスト方式に基づいてリードしてきました。その

結果、新しいさまざまな知見や経験もできて、次に同様なことが起こったら適

用できるソフトな行政財産もどっさりたまってきていますから気概さえ失わな

ければ、同じように県民の幸せを追求できるはずです。 

 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

  

9/15 議場にて 
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 今月の和歌山県政トピックス                     

 

●「デジタル化推進シンポジウム～デジタル人材の育成が企業経営の幅を

広広げる！～」を開催しました                     

 

新型コロナウイルス感染症の影響により、テレワー

ク勤務や Web 会議などデジタル技術の活用が推奨され

るようになるなど、感染症対策を日常生活に取り入れ

た「新しい生活様式」の確立のため、非対面・非接触

での活動を可能とする「デジタル化」は様々な分野で

急速な広がりを見せています。 

 県では、デジタル技術活用によるビジネスモデルの

変革や生産性向上に向け、県内事業者の機運醸成を図

るため、昨年度に引き続き、９月５日に「デジタル化

推進シンポジウム」を開催しました。 

 シンポジウムでは、日本 IBM 株式会社の山口
やまぐち

明夫
あ き お

代

表取締役社長と東京大学未来ビジョン研究センターの

西山
にしやま

圭
けい

太
た

客員教授に、それぞれ「加速するデジタル変革

に企業はどう取り組むのか」、「日本経済 DX のカギ デ

ジタルを『使う』人材に必要なこと」と題して、デジタ

ル変革の現状やデジタル人材育成の重要性について基

調講演を行っていただきました。 

 さらに、和歌山大学の伊東
い と う

千尋
ち ひ ろ

学長をモデレーター

に、ニッティド株式会社の井戸端
い ど ば た

康宏
やすひろ

代表取締役社長、

株式会社ふみこ農園の成
なる

戸
と

晃子
あ き こ

専務取締役、株式会社

YeeY の島田
し ま だ

由香
ゆ か

共同創業者/代表取締役、先の山口氏をパネリストとして、デジ

タル化を推進されている立場からディスカッションをしていただきました。 

シンポジウムの参加者から

は、「DX という言葉だけに踊る

のではなく、しっかりとした目

的・明確な方針を持つことが必

要であると感じた」など様々な

お声をいただきました。 

 DX(デジタルトランスフォー

メーション)が世界で加速化す

る中、県では、本年度より新た

に県内事業者の競争力強化と優位性確立のため、「わかやまデジタル革命推進プ

ロジェクト」を展開し、県内事業者のデジタル化を一貫して支援するとともに、

引き続き、市町村と連携して行政サービスのデジタル化も推進していきます。 

基調講演を行う山口明夫さん 

基調講演を行う西山圭太さん 

デジタル化に精通している方々を交えたﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの様子 
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                     今月の和歌山県政トピックス   

 

●株式会社メルカリ・株式会社ソウゾウと包括連携協定を締結しました                              

 

 このたび、県と株式会社メルカリ及

び株式会社ソウゾウは、それぞれの資

源やネットワークを有効に活用した

緊密な相互連携により、一層の地域活

性化及び県民サービスの向上を図る

ことを目的として、包括連携協定を締

結しました。 

 フリマアプリ「メルカリ」の企画・

開発・運営などを行う株式会社メルカ

リ及びメルカリの新規事業などの企画開発を担い、現在「メルカリ Shops」など

を手掛けている株式会社ソウゾウは、国内 EC(*)市場において高いシェアを誇っ

ており、優れた ICT 技術と専門的な知見を持っています。 

 今後は、高等学校における EC を活用した教育支援や小規模事業者の EC 導入

支援など、EC を核とした地域の課題解決や活性化に向けた取組をはじめ、メル

カリ寄付を活用した義援金の受入や、転職なき移住、ワーケーションの推進な

どについて連携を図っていきます。 

 なお、転職なき移住やワーケーションの項目を盛り込んだ連携協定を両社と

締結するのは本県が全国初であり、ビジネス環境の良さと安全で快適な生活環

境といった強みを活かした「New Work×Life Style」を提案し、IT 企業やオフ

ィスの企業誘致を推進している本県にとって非常に心強いものです。 

 また、連携事項「EC を活用した地域の活性化に関すること」に関連した取組

のひとつとして、わかやま紀州館が「メルカリ Shops」において和歌山の特選商

品を販売中です。今後準備が整い次第、随時出品商品を増やしていく予定です

ので、皆さん是非ご覧いただき、お買い求めください。 

(＊ )EC（Electronic Commerce）：インターネット上でモノやサービスを売買すること全般 

 

 

 

 

 

 

 

  

(左から)協定書を手にする仁坂知事、小泉(株)メルカリ 

取締役会長、石川(株)ソウゾウ代表取締役 CEO 
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 今月の和歌山県政トピックス                     

 

●「令和４年度和歌山県 100 年企業表彰」表彰式を開催しました     

 

 県では、社会経済情勢の変遷の中に

あって、100 年以上にわたり伝統の技

術や事業を守り、継承することによっ

て、本県の経済発展に貢献いただくと

ともに、他の企業の模範となってきた

長寿企業を「和歌山県 100 年企業」と

して平成 19年度から表彰しています。 

 ８月 31 日に表彰式を開催し、受賞

企業 22 社の皆さんに表彰状と記念品

を贈呈しました。なお、今回の表彰により、受賞企業は 169 企業となりました。 

 受賞企業の皆さんには、これまで工夫と変革を積み重ねながら、幾多の困難

を乗り越えてこられたことに敬意を表しますとともに、これからも末永く成長

されることを大いに期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受賞企業の皆さんと知事 
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                     今月の和歌山県政トピックス   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●敦謙國際智能科技股份有限公司(台湾企業)と進出協定を締結しました  

 

 台湾に本社を置き、今回が日本初

進 出 と な る IT ベ ン チ ャ ー 企 業

「敦謙
ドンケン

國際
コクサイ

智能
チ ノ ウ

科技
カ ギ

股份
コ フ ン

有限
ユウゲン

公司
コ ウ シ

」

が、システム開発拠点を和歌山県に

設置することとなりました。 

９月１日に、県庁で進出協定調印

式を開催し、仁坂知事と呉
ご

秉庭
へいてい

総経

理（CEO）が協定書を交わしました。 

 同社は、高度な IT スキルを用い

て、宿泊施設の予約、部屋割り、精算等を自動処理できる独自のホテル運営管

理システムを手掛けており、台湾では既に 40 を越えるホテルに導入されていま

す。同システムにより、ほぼ無人で宿泊施設を運営できるため、非接触による

新型コロナウイルスの感染拡大防止や人手不足の解消が期待されています。 

Nagomi Lab.（和歌山市）を拠点として日本法人を設立し、日本におけるシス

テム導入トライアル等を行った後、令和５年５月に本格操業を開始する予定で

す。そして、全国の宿泊施設を対象としたスマートホテル化や宿泊施設への IT

コンサルティング事業の展開を計画しており、今後３年間で 20 名の正社員採用

を見込んでいます。 

 日本に拠点の無い海外企業との進出協定締結は今回が初めてのことであり、

県では同社の事業展開を全力でサポートするとともに、海外企業を含めた IT 企

業等の誘致をより一層加速していきます。 

  

協定書を手にする呉秉庭総経理と知事 
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 今月の和歌山県政トピックス                    

 

●「大規模土砂災害対策技術センターシンポジウム～紀伊半島から新たな

砂砂防技術を全国へ～」を開催しました                

 

 本県をはじめ、紀伊半島に甚大な被害をもたらした平成 23 年９月の紀伊半島

大水害から 11 年が経ちました。2,000mm もの豪雨に見舞われた紀南地方では、

各地で土砂災害が発生し、県内の犠牲者 61 名のうち 37 名が土砂災害によりそ

の尊い命を失いました。犠牲となられた方々に改めて哀悼の意を表します。 

 ９月 10 日、近畿地方整備局大規

模土砂災害対策技術センター、和歌

山県、那智勝浦町は、紀伊半島大水

害や最近の土砂災害を契機として

進められている大規模土砂災害に

関する調査研究・技術開発について

紹介し、土砂災害による被害の軽

減・防止や安全・安心な社会の実現について考えることを目的として、「大規模

土砂災害対策技術センターシンポジウム」を開催しました。 

 シンポジウムでは、「大規模土砂災害対策技術センターの提供するフィールド

における斜面崩壊研究の成果とその活用の可能性～地下水観測からわかりつつ

ある土砂災害の予測方法～」と題して京都大学大学院農学研究科の小杉
こ す ぎ

賢一朗
けんいちろう

教授に講演いただくとともに、「深層崩壊の仕組み解明」、「ドローン最新技術活

用」など新技術の紹介を行いました。 

また、「紀伊半島大水害からの技術開発、今後の方向性～災害予測、危機管理、

流域監視と防災教育～」をテーマにパネルディスカッションを行いました。 

 県では、土砂災害に関する研究および啓発の拠点となる施設として、平成 28

年度に和歌山県土砂災害啓発センター（那智勝浦町）を開設しました。また、

災害への備えに向けた取組として、同センターと和歌山工業高等専門学校が共

同研究を行い開発した防災 RPG（ロールプレイングゲーム）等を小中学校におけ

る防災教育に活用するなど、これまでの災害の被害と教訓を記憶に刻み、県民

と一丸となって災害対策に全力で取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

  

パネルディスカッションの様子 
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                     今月の和歌山県政トピックス   

 

●大好評「WEST EXPRESS 銀河」紀南コースが今年も運行されます！    

 

 観光を中心とした西日本エリ

アの活性化等を目的に、西日本旅

客鉄道株式会社が運行する長距

離観光列車「WEST EXPRESS 銀河」

が、昨年に引き続き、10 月３日か

ら令和５年３月８日まで紀南地

域を概ね週２回運行します。 

京都駅と新宮駅を片道 10 時間

以上かけて結ぶ「銀河」は、停車

駅で地元食材を使った食事の提供、特産品の販売など地元ならではのおもてな

しが受けられる６両編成の列車で、瑠璃
る り

紺
こん

色の車体は、西日本が誇る美しい海

や空を表現しています。 

「銀河」が昨年の７月から 12 月にかけて、

同区間ではじめて運行された際は、チケッ

ト含む旅行プランの抽選倍率が最大 13 倍、

利用者数が約 3,000 人に達するなど、大好

評でした。 

 今年の運行では、夜行・昼行列車共に海

側座席数が倍増され、雄大な太平洋の景観

が満喫できるようになりました。さらに昼

行列車では、新たな停車駅として紀伊田辺

駅が追加されるとともに、紀伊田辺駅から和歌山駅間のフリースペース「遊星
ゆうせい

」

において、沿線市町や地元企業による地域の魅力 PR イベントが開催されるな

ど、各駅や車内での「おもてなし」が一層充実しています。 

 紀南地域は、海・山・川などの美しい自然が織りなす景観や温泉に恵まれ、

更に、本年末には民間ロケット発射場「スペースポート紀伊」（串本町）から

小型ロケット「カイロス」初号機の打上げが予定されているなど、ますます盛

り上がりを見せています。 

是非この機会に、多くの皆さんに紀南地域のみならず「蘇りの地、わかやま」

の魅力に触れていただきたいと思います。 

 

 

  

進化した「銀河」が今年も紀南地域を走ります 

４号車フリースペース「遊星」 
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 今月の和歌山県政トピックス                    

 

●国の登録有形文化財（建造物）に新たに３か所（５件）を登録へ！   

 

 ７月 22 日に国の文化審議会から、和歌山県内３か所（５件）の建造物を国登

録有形文化財として登録するよう文部科学大臣に答申されました。 

 『旧東山東
きゅうひがしさんどう

農業
のうぎょう

協同
きょうどう

組合
くみあい

事務所
じ む し ょ

』は、和

歌山市南東部の農業が盛んな山東地区に所

在する農業協同組合の旧事務所で、昭和

23(1948)年に建設され、昭和 40(1965)年以

降は住宅として使用されていました。令和

３(2021)年の改修を経て、現在は地域交流

拠点「まんなか」として活用されています。 

二階建、半切妻造
はんきりづまづくり

、瓦葺のこの建物は、板

張りの外壁と正面頂部の換気口や二階の二

連窓が特徴的で、かつて農業協同組合事務所として使用されていた当時の様子

をよく残しており、農村の賑わいを今に伝えています。 

『堀越
ほりこし

癪
しゃく

観音
かんのん

庫裏
く り

』は、大阪府との県境に

近い山間部に所在する葛城修験行所の一つ

で、日本遺産「葛城修験」の構成文化財です。 

傾斜地に築かれた敷地に本堂、庫裏、客殿

を配し、庫裏は平屋建、入母屋造、茅葺で江

戸末期に建設されました。内部は西側に広

い土間を、東側に六室を配し、東側と南北二

面に縁側を廻らせた農家風の建物です。 

『 旧
きゅう

堀田茶舗
ほ っ た ち ゃ ほ

（立石
たていし

茶屋
ち ゃ や

）』は、熊野街

道と深専寺参道との四ツ辻の北東角地に

位置する、かつての茶商である堀田家の店

舗兼住宅です。平成 18(2006)年に湯浅町が

建物を公有化し、現在は改修を経て休憩所

として活用されています。 

店舗は、平屋建、切妻造、瓦葺で、江戸

末期に建設されました。座敷棟は、店舗背

面に接続し、二階建、寄棟造、瓦葺で、昭

和 9(1934)年に建設されました。銅板張りの外観が特徴的で、内部は各階二室か

らなり、一階には数寄屋風和室、二階には洋室も設けています。江戸末期に建

設された商品蔵である土蔵と併せ、四ツ辻の歴史的景観を形成しています。 

 なお、当該文化財が登録されれば、本県の国登録有形文化財（建造物）は 116

か所 316 件となります。  

旧東山東農業協同組合事務所（和歌山市） 

堀越癪観音庫裏（かつらぎ町） 

旧堀田茶舗（立石茶屋）店舗（湯浅町） 
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                            お 知 ら せ  

 

●「きのくに文化月間創設記念イベント」を開催します         

 

 県では、昨年開催した「紀の国わかやま文化祭 2021」

で育まれた文化振興の機運を更に高めるとともに、障

害の有無に関わらず、県民一人ひとりが主体的に文化

芸術活動に参加し、次世代を担う青少年が文化芸術へ

の関心を高められるよう、毎年 11 月を「きのくに文

化月間」と定め、市町村や文化団体と連携して県内全

域で文化事業を開催することとしています。 

 このたび、「きのくに文化月間」連携事業の開催内

容等を盛り込んだパンフレットを作成するとともに、

下記のとおり「きのくに文化月間創設記念イベント」

を開催します。是非ご参加ください。 

なお、パンフレットの PDF 及び各文化事業の開催内容は、和歌山県文化学術

課ホームページにも掲載しておりますので、ご覧ください。 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/022100/bunkagekkan/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

パンフレット表紙 



- 10 - 

 お 知 ら せ                          

 

●県立近代美術館で「稗田一穗展」が開催中です            

 

 県立近代美術館では、令和３年３

月に満 100 歳で亡くなった、和歌山

県田辺市出身の日本画家、稗田
ひ え だ

一穗
か ず ほ

（1920-2021）の回顧展を、田辺市立

美術館と共同で開催しています。 

10 代半ばで日本画家を志した稗田

は、東京美術学校に学び、戦後、本格

的に画家としての活動を始めまし

た。鳥を主要なモチーフとした、生

命を寿ぐような素朴で力強い表現や、世界的な絵画動向を意識しつつ画材の特

質も発揮した画面構成は、日本画の地平を拓くものとなります。 

 また、60 歳を迎えた頃から、故郷和歌山の熊

野の地をモチーフにした、悠久の時間を想わせ

る荘厳な風景と、長らく生活を営んだ東京の成

城の町をモチーフにした、詩情あふれる日常の

風景が主要なテーマに加わり、個々の作品はも

ちろん、あちらとこちらを行きかう中で、見る

者を深い思索と想像に誘う独自の世界観を築

きます。 

 この展覧会では、各時代の主要な作品を通し

て稗田の画業全体を振り返るとともに、アトリ

エに遺された画稿やスケッチブックなどを併

せて紹介することで、その創作の過程もたどり

ます。80 年以上を日本画の研究に費やし、戦前

から戦後の絵画に大きな足跡を残した画家の画業を改めてご覧いただくことで、

故人を偲びます。皆さん、是非お越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《群鶴》1978 年  

《幻想那智》1979 年  
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                            お 知 ら せ  

 

●「龍神村 Dragon Museum（ドラゴンミュージアム）」がオープン！   

 

 和歌山県田辺市龍神に７月 30 日、

「龍神村 Dragon Museum（ドラゴンミ

ュージアム）」がオープンしました。 

 本施設では、龍神地域の特性を活か

したまちづくりを進めている地域お

こし団体「龍の里づくり委員会」が、

世界的な造形(フィギュア)メーカー

である株式会社海洋堂（大阪府・門真

市）の協力を得て令和２(2020)年から

開催している「龍神村龍の造形大賞」で大賞に選ばれた造形作品など 180 点以

上を展示しているほか、県産品や龍に関するグッズを販売する売店コーナーも

併設されています。 

 「ドラゴンミュージアム」は龍神

地域活性化の取組の一つであり、

龍の里づくり委員会は、令和４年

度過疎地域等集落ネットワーク圏

形成支援事業(総務省)を活用して、

「龍神の地名を活かし龍にこだわ

った龍のむら事業」を展開してい

ます。本ミュージアムの敷地内に

おいて、マルシェや子供木工教室

などの地域交流イベント開催のための拠点を整備したり、LINE を活用したファ

ンクラブを開設するなど、地域を更に元気にするための取組を進めています。 

活気あふれる龍神地域に、皆さん是非お越しください。 

 

 

 

 

 

 

  

「龍神村ドラゴンミュージアム」外観 

作品名：Sorry Momy 作者：Takashi Katayama さん  

(第２回龍神村龍の造形大賞 2021 審査員賞/ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ賞 ) 
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 お 知 ら せ                          

 

●「グランドニッコー東京 台場」で和歌山県食材をふんだんに使ったコ

ーースが登場！                           

 

 県では、わかやま産ブランドの向上と販路開拓を目的として、高級外食店へ

の県産品採用に向けた提案活動を行っています。 

このたび、「グランドニッコー東京 台場」内のレストラン「The Grill on 

30th」・「鉄板焼 銀杏」・「中国料理 桃李」において、『和歌山フェア』が 11

月 30 日（水）まで実施されています。 

和歌山県産の食材が調味料に至るまで惜しみなく使用された料理が東京で味

わえる貴重な機会ですので、是非ご堪能ください。 
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                            お 知 ら せ  

 

●ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）のご案内               

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふ

るさと和歌山を大切にしたい」、「和

歌山を応援したい」という思いを具

体化するための制度です。これまで

多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを頂いております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附

を「世界遺産『紀伊山地の霊場と参

詣道』の保全や活用」や「がん対策

の充実」などの分野で活用させてい

ただいております。 

御寄附につきましては、申出から

クレジット決済等までを同時に行う

ことが可能なふるさと納税総合サイ

トをご利用ください。 

また、和歌山県外にお住まいで１万円以上の御寄附をいただいた方には、和

歌山県優良県産品（プレミア和歌山）として県が認定した商品等の中から、事

業者の協力を得て選定した返礼品の中から１品をお選びいただけます。和歌山

県が誇る優良産品を是非ご堪能ください。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふ

るさと和歌山応援サイト」に掲載しています。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附にご協力いただきますようお願い申し

上げます。 

 

 

 

 

 

 

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－･ 

＊＊＊＊  ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては  ＊＊＊＊  
★お問合せ・申込窓口★          ★お問合せ窓口★  
〒640-8585                 〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地       東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課          都道府県会館12階 
担当 栩野、宮田、小弓場         和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)          担当 前 
FAX  073-423-1192             電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp  FAX  03-5212-9059 
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 お 知 ら せ                          

 

●ふるさと和歌山応援寄附を活用して行う県の取組              
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                            お 知 ら せ  

 

●和歌山の食の総合ポータルサイト「おいしく食べて和歌山モール」の      

 御案内                                

 

県では、県産品を生産販売する県内事業者の商品販売ページを紹介するイン

ターネットショッピングモール「おいしく食べて和歌山モール」を開設してい

ます。和歌山の特産品である果物や果実加工品、しらす･干物などの水産加工品、

菓子類など様々な商品をご紹介しています。 

９月９日に「中島由貴の和歌山をいただきます！」コーナーに、和歌山県が

生産量日本一のイチジクについて、その魅力を伝える動画を追加しました。和

歌山県ふるさと広報大使 中島由貴さんが、イチジクの楽しみ方やイチジクに含

まれる機能性成分など食材の持つ魅力をご紹介します。 

「おいしく食べて和歌山モール」を通じ〝食の宝庫和歌山″の魅力を感じてい

ただくとともに、和歌山県の商品を購入される際は、ぜひご活用ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜おいしく食べて和歌山モールＵＲＬ＞ 

https://oishii-wakayama.com/ 
  

サ イ ト QR コ ー ド  

 

ペ ー ジ QR コ ー ド  
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 ふるさと歳時記                          

 
 
イベント情報（10 月中旬～11 月中旬） 
 

＊新型コロナウイルス感染症の影響等により、規模の縮小や中止となる
場合があります。最新の情報は、各主催者へお問い合わせください。 

 

開催日・時期  行事名  場所  問い合わせ先  

10 月 15 日 

10 月 16 日 

熊野速玉大社例大祭、

神馬渡御式、御船祭 

熊野速玉大社 

（新宮市） 

熊野速玉大社 

0735-22-2533 

10 月 22 日 稲むらの火祭り 
稲むらの火広場  

（広川町） 

稲むらの火祭り実行委員会  

0737-63-6283 

10 月 23 日 丹生官省符まつり 
丹生官省符神社 

（九度山町） 

丹生官省符神社  

0736-54-2754 

10 月 29 日 

10 月 30 日 

和歌山城まちなかキャン

ドルイルミネーション・

竹燈夜  

和歌山城と 

その周辺 

（和歌山市） 

竹燈夜実行委員会事務局 

073-435-1234 

11 月 11 日 

～11 月 13 日 
田辺・弁慶映画祭 

紀南文化会館 

（田辺市） 

田辺市観光振興課 

0739-26-9929 

 

自然・風物情報（10 月下旬～11 月中旬） 

時期  自然・風物名  場所  問い合わせ先  

1 1 月 上 旬 富有柿の収穫 かつらぎ町 
JA 紀北かわかみ 

0736-42-5361 

1 1 月 上 旬 有田みかん出荷始まる  有田市 
JA ありだ  

0737-53-2311 

1 1 月 上 旬 串柿づくり最盛期  
四郷地区 

（かつらぎ町） 

かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

1 1 月 中 旬 
福定の大銀杏見頃  
（～12 月上旬） 

中辺路町 

（田辺市） 

中辺路観光協会 

0739-64-1470 
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～編集後記 ～ 

 

「暑さ寒さ も彼岸まで 」とよく言 われますが 、すっかり 過ごしやす くなりまし た。 

みなさまい かがお過ご しでしょう か。 

 

今月も「和 歌山だより 」をご覧い ただきあり がとうござ います。  

先月号で、和歌山県が「じゃらん 宿泊旅行調 査 2022【 都道府県魅 力度ランキ ング編】

総合満足度 と「元気な 人」が多い 都道府県ラ ンキングで 全国１位に なりました とお伝え

したところ 、「びっくりした。で もうれしい 」などのメ ッセージを いただきま した。あ

りがとうご ざいます。  

ここで少し 昔話（昭 和 60 年頃 ）をさせて いただきま す。当時、私は関東地 方にある

学生数の多 い大学に在 籍していま した。全国 から集まっ ている学生 は、自己紹 介の際、

名前の次に 出身都道府 県名を言う のが慣例で 、私も「和 歌山県出身 です」と伝 えるので

すが、「えっ岡山県？ 」と聞き返されたり、「和歌山県ってどの辺 だっけ？」と質問 さ

れたりの連 続でした。時を同じく して、「キ ンキのおま け」という 歌がラジオ などから

流れるよう になりまし た。この一 見、自虐的 ともとられ かねないタ イトルや歌 詞、じっ

くり聞いて みると、実 は和歌山愛 あふれるス テキな歌で 、和歌山県 民への応援 歌のよう

でもあり、私は当時か ら大好きで した。私の 記憶が正し ければ、こ の歌の作詞 作曲をさ

れた方は、和歌山を中 心に活躍さ れている音 楽バンド、ウインズ平 阪の平阪佳 久さんで、

歌 の 最 後 に 「 近 畿 の エ ー ス わ か や ま 」 と 結 ん で く れ て い ま す 。 さ ら に 「 近 畿 の オ マ ケ

2006」では「世界の エース和歌 山」と、応 援し続けて くださって います。  

 このよう に、和歌山 が大好きな みなさまの 温かい応援 に支えてい ただき、み なさまが

冒頭のうれ しいお知ら せを連れて きてくださ ったと思っ ています。あれから 36 年、和

歌山は、和 歌山のいい ところを守 りながら進 化し続けて います。  

 

季節の変わ り目を迎え ています。  

みなさま、 体調管理に はくれぐれ もお気をつ けてお過ご しください 。 

 

 

           知事室 秘書課長  西 山 雅 美 

 

 

 
 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌  
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。（下記の FAX（様式自由）、E-Mail 等でお願いします。）  

■FAX    073-422-4032 

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

 

★「和歌山だより」Web 版を和歌山県ホー ムページに アップして います。Web 版なら 

ではの美し い画面を楽 しんでいた だけますの で、是非ご 覧ください 。 

和歌山県のホームページ  https://www.pref.wakayama.lg.jp/ 

ふ る さ と 和 歌 山 応 援 ｻｲﾄ https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/ 

*個 人 情 報 に つ き ま し て は 、 「 和 歌 山 だ よ り 」

の 発 行 以 外 の 目 的 に は 、 使 用 い た し ま せ ん 。  

2022 年（令和４年）10 月 NO.173 

和歌山県 秘書課  
〒 6 4 0 - 8 5 8 5  和歌山県和歌山市小松原通１－１  
TEL 073-441-2026 

 


